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附属高等学校の部活動を通じたコンピテンシー育成 
―アフガン・ボランティア部の活動を通してー 

 
お茶の水女子大学コンピテンシー育成開発研究所連携研究員 

 附属高等学校教諭 アフガン・ボランティア部顧問 沼畑 早苗 

 

１ アフガン・ボランティア部の設立経緯 

 2001年度末、お茶の水女子大学は、奈良女子大・津田塾大・東京女子大・日本女子大ととも

に五女子大学コンソーシアムを結成し、アフガニスタンの女子教育支援に携わることとなった。

2003年の第 1回研修プログラムに先立ち、お茶の水女子大学では、2002年 12月、附属高校に

もボランティア生徒を募集した。本校では、それまでボランティアに関する組織はなかったが、

全校生徒によびかけた結果、10名の応募があった。ここから高校生による「アフガン・ボラン

ティア」が発足した。 

 その後、2003年度には、高校内の組織として、「高大連携プロジェクト」の１つである「途上

国支援」（2004 年度には「国際協力」と改称）、2006 年より高校の自治会活動における同好会、

2009 年からは、部活動として活動している。ここ 10 年以上はアフガニスタンへの支援という

よりも、生徒の自発的な企画によるボランティア活動を実施している。 

 

２ 部員数 

 2024年度の部員数は、64名（1年生 32名、2年生 32名）と高校内で最も人数が多く、他の

部活動や同好会と兼部している生徒も多い。 

 

３ 2024年度の活動内容 

2024年度は、数グループに分かれて、活動を実施した。おもな活動を記したものが下の①～

⑤である。いずれも生徒が企画し、教員会議に企画書を提出した上で、必要に応じて保護者の

同意書を取り、実行に移した。事後には、校内で簡単な報告をする流れとなっている。 

①2024年台湾地震への募金集め 

  台湾地震への寄付と同時に、2023年度台湾研修に参加した生徒が中心となって、交流協定

校である台北市立第一女子高級中学（以下、北一女）へメッセージを送付し、寄り添う気持

ちを伝える。 

②レモネードの販売と特定非営利活動法人キャンサーネットジャパンへの寄付 

小児がん・AYA世代のがん体験支援者のための支援を実施。 

③子ども食堂ボランティア 

  要町子どもあさやけ食堂にて食事提供等のボランティア活動に参加。 

④農業ボランティア 

  「府中市援農ボランティアあっせん事業」を通じて、援農ボランティア活動に参加。 

⑤使用済みコンタクトレンズケースの回収（2021年度より継続実施） 

 目的：公益財団法人日本アイバンク協会への寄付を通じて、角膜疾患による視覚障害者の視

力回復に役立てる。 
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４ 活動の様子 

 左上から、①生徒が作成した台湾地震への募金企画書、②校内への募金告知、③北一女宛に

メッセージを作成している写真である。左下は、④子ども食堂ボランティア参加企画書、小児

がん支援のためのレモネードスタンド企画の校内チラシである。 
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